
 

山形県教育局指定管理者審査委員会（第２回）の概要 
 
 
 
 
１ 日 時  令和８年 10月 19日（月）9時 30分～10時 00分 
 
 
 
２ 会 場  県庁５階 総務部分室 (山形市松波二丁目８-１) 
 
 
 
３ 出席者 （県側）鏡裕之委員長、福島孝一委員、飯野典朗委員 

（外部）石垣肇之委員、田牧大祐委員、山田忍委員 
 
 
 
４ 公開・非公開の別  公開 
 
 
 
５ 審査内容及び質疑概要 

 

山形県朝日少年自然の家 

 

①  事務局からの説明について 

    山形県朝日少年自然の家の再公募の経緯及び再公募にあたっての募集要項の修正

箇所について説明を行った。 

 

  ② 主な質疑応答について（委員：〇、事務局：●） 

   ○ 指定管理料の見直しについて、人件費や光熱費等、物価高の部分に関して、前

回公募時からどの程度の変更があったのか教えていただきたい。 

   ● 前回公募時は令和８年度と比較して、１年あたり 339 万 8 千円、約 8.3％増額

して公募を行ったが申込は無かった。ヒアリングしたところ、人材確保が困難で

人件費が高騰している状況があったため、今回は総額で１年あたり約 440 万円増

額している。内訳として、人件費を約 340 万円、14.5％の増額をしており、一番

大きな増額の要因。その他の部分では、給食委託費について、過去の平均金額で

算定していたが、今回は約 990 万で約 60 万円、6.6％ほど増額し、こういった部

分が全体的に見直しを行った主なところ。 

   ○ これまでは施設を５年間で運営してきた中、指定期間を５年間から３年間に短

くしたことによる施設のスムーズな運営への問題はないという認識でよいか。 

   ● ３年間に短縮したのは、長期的に継続するにあたってのリスクの高さを問題視

されたことが、申込が無かった主な要因の１つと考えられたためである。指定管

理者からのヒアリングの中でも安定的な運営については問題なく、むしろ３年間

の期間のほうが現在の物価状況の中ではリスクが低く、申請しやすい状況になる

と話を聞いている。 

 

  ③ 採決について 

   原案どおり可決された。 


